
昭

36 

年

寺

度

西

大

手口

今
回

の
西

大
寺
調

査
は

、
絵
画
・

彫
刻

と
旧
境

内
地
測
量
を
対
象

と
し
た 。
絵

画
調

査
は
南
都
七
大
寺
絵
画
調

査
の
一
班

と
し

て
、

美
術
工
芸
研
究
室
全
員

が
昭

和
初
年
8
月
7
日
か

ら
1
週
間

に
わ

た
っ

て
行
っ

た
も
の

で
、

そ
の
概
要

は
「

西

大
寺
絵
画
調

査
目
録」

と
題
し

て
公
表
し

た。
こ

れ
ら
の

う
ち
資
料
的
価
値

の
高

い
も
の

を
い

く
つ
か
え

ら
び
報
告
す

る。
彫
刻
お
よ

び
旧
境

内
地
に
つ

い
て
は

、

昭
和
初
年
以
来
継
続

の
輿
正
菩
薩
叡
尊

の
研
究

の
一
環

と
し

て
お
こ

な
っ
た

も
の

で
、

美
術
工
芸
研
究
室
彫
刻
室

が
昭
和
初
年
9
-

m
月
奥
院
五
輪
石
塔・

地
蔵
菩

薩
像

、
大
黒
天
像

内
納
入
物
を
調

査
し
、

建
造
物
研
究
室
遺
跡
庭
園
室

が
日
月

2

日
よ
り
1

週
間
に

わ
た
っ

て
西

大
寺
お
よ

び
そ
の
周
辺

の
地
形
測
量
を
行

い
、

縮

尺
五
百
分一

の
実
測
図
を
作
製
し
た 。
こ

の
結
果

、
伝
称
徳
天
皇
御
山
荘

の
地
に

設
け

ら
れ
た
庭
園
を
明

ら
か
に
す

る
こ

と
が
で
き
た

の
で
併
せ

て
報
告
す

る。

西
大
寺
蔵
絵
画
の
一

斑

南
都
七
大
寺
絵
画
調

査
報
告

)
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西
大
寺

は
南
都
七
大
寺

の
一
つ
で

、
今
日
で
こ

そ
法
隆
寺

、
東
大
寺
等
に
比
す

れ
ば

そ
の
堂
宇

の
荒
廃

は
著
し
く
、

創
建当
初

の
遺
品
は
殆
ん
ど
失

わ
れ
往

時
を

偲
ぶ
よ
す

が
も
な
い
が

、
そ
の
変
化
に
富
む
寺
史
は
注
目
に
価

い
し
よ
う 。

す
な

わ
ち

、
西

大
寺

造
営
の
発

端
が
四
天
王
像

造
立
に

あ
っ

た
り 、
伽
藍

造
芭
工
事

の

昭
和
お
年
度
西
大
寺
調
査

調

査

美
術
工
芸
研
究
室
・

絵
画
・

彫
刻

建
造
物
研
究
室
・

遺
跡
庭
園

支
障

と
か

、
あ
る
い
は
庶
民

と
密
接

な
関
連
に

た
っ

て
鎌
倉

期
の
再
興
に
主
導
的

な
役
割
を
果
し

た
叡
尊

の
活
動

な
ど

、
西

大
寺
独
自

の
史
的
展
開
を
指
摘
で
き

る。

そ
う

い
っ

た
西

大
寺

の
も
つ
特
色
を
明
確
に
し
よ
う

と
意
図
し

て
行
っ

た
調

査

が
、

叡
尊
を
中
心

と
す

る
資
料

の
総
合
調

査
(
昭
和
ぬ
年)
で

あ
り
、

そ
の
資
料
を

収
録
し
た
成
果

が
「

西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成」
(
昭
和
泊
年
既
刊)

で
あ
っ
た 。
今

回
の
調

査
は
絵
画(
大
半
は
仏
教
系
統
の
も
の)

の
み
に
限
っ

て
行
っ

た
も
の

で
あ
る。

西
大
寺

の
絵
画

と
い
え
ば

、
平
安
前

期
と
さ

れ
て
い
る
「
十
二
天
画
像」

が
と

り
わ
け
著
名
で

、
そ
の
他

は
文
殊
菩
薩
画
像
(
重
文)
両
界
蔓
茶
羅
図

、
尊
勝
蔓

茶
羅
図

、
五
大
虚
空
蔵
図

な
ど

の
数
点

が
紹
介
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず

、
そ
の
他

は
調

査
の
機
会
に
す

ら
恵
ま

れ
な
い
状
況
で

あ
っ

た。
ま
し

て
損
傷

、
剥
落

の
著

し
い
も
の
は一
括
し

て
宝
蔵

の
片
隅
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
た

り
、

日
頃
使
用
し

な

い
仏
画
類

は
な
か

な
か
見
出
し
に
く

い
有
様
で

、
そ
の
整
理
状
態

は
混
沌

と
し

て

い
た

と
い
え
よ
う 。

も
ち
ろ
ん

、
目
録

も
な
い
た
め

、
先
づ
「
絵
画
目
録」
作
成

を
第一
目
的

と
し

て
調

査
に
着
手
し
た 。
こ

の
よ
う

な
調

査
は
私
達

の
研
究
に
稗

益
す

る
の
は
い

う
ま
で

も
な
い
が

、
寺
院
側
に

と
っ

て
も

ま
こ

と
に
便
利

な
こ

と

に
違

い
な
い。

総
数
出品
点

、
ふ
す
ま

、
扉
風

、
衝
立

も
加
え

る
な
ら

ω∞O
点
余

、一
つ
一
つ
に

つ
い

て
実
測
調

査
、

写
真
撮
影
を
行
っ

た
が、
全
般
に
つ
い

て
は「

西
大
寺
絵
画
調
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査
目
録」
を
参
照

さ
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る

。
こ
L

で
は、
前
述

の
意
味

に
お
け

る

作
品
を

と
り

あ
げ

て、
そ
れ
ら

の一
斑
を
窺
う
こ

と
に

し
よ

う
。

尊
勝
憂
茶
羅
図

1
幅

絹
本
著
色

南
北
朝

時
代

縦
2
尺
9
寸
4
分

機
1

尺
2

寸
8
分

画
幅

中
央
部

に
一
大
円
輸
を
お
き 、

そ
の
上
方
左
右

に
は
飛
雲

に
の
る
三
首
陀

会
天
を
配
し 、
下
方

に
は
三
角
印

中
の
不
動
明
王

と
半
月
輪

中
に
降
三
世
明
王
を

位
置
せ
し

め
る
図
様
で
あ
る

。
こ

の
図
様

に
は
弥
紡
曇
茶
羅

と
尊
勝
憂
茶
羅

の
2

種
が
知
ら
れ

て
い

る
が、
両
者

の
大
き

な
相
違
点

は
円
輪

中
の
主
尊

が
弥
紡
菩
薩

で
あ
る
か 、
大
日
如
来
で

あ
る
か

に
よ

っ
て

い
る

。
画
面

の
剥
落

に
よ

っ
て

明
瞭

を
か
く
が 、
本
図

の
中
尊

は
金
剛
界
大
日
如
来

の
印
相
た

る
智
拳
印
を
結
印
し

て

い
る
と
推
定

さ
れ

る
た

め
尊
勝
受
茶
羅

と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

表
装

は
殆
ん
ど
欠

失
し 、
全
面
的

に
剥
落
ひ
ど
く
当
初

の
趣
き
を
損
じ

て
惜
ま
れ

る
が、
南
北
朝

の

製
作

と
考
え
ら
れ

る
。

尚 、
鎌
倉

中
期
頃

の
製
作

と
思

わ
れ

る
尊
勝
受
茶
羅
図

が
い
ま一
幅

あ
る

。
第I図 尊勝受茶羅図

十
六
善
神
図

1
幅

絹
本
著
色

鎌
倉

時
代

縦
5
尺
7
寸
7

分

績
4
尺
4
寸
1

分

古
来 、
仁
王
会 、

維
摩
会 、
法
華
会 、
薬
師
会

と
な

ら
ん
で
著
名

な
法
会

の一

つ
に
大
般
若
会

の
あ
っ
た
こ

と
は

史
実

に
明
白

で
あ
る

。
早
く

は、
文
武
天
皇
大

宝
3
年
QOω)

に
そ
の
記
事
を
み 、

そ
の
後
も
天
平
7
年
〔吋ω印)
5
月
M
目 、

神

護
景
雲
元
年
(吋罰
ご
叩
月
幻
日
に
大
般
若

に
関
す

る
記
録

は
み
ら
れ

る
が、

い
づ

れ
も
広
義

の
「
消
除
災
害 、
安
寧
国
家」
を
祈
請
し

て
大
般
若
経
を
転
読 、
講
讃

も
し
く

は
書
写
す

る
場
合

が
殆
ん
ど
で

あ
り 、
ど

の
よ

う
な
形
式
で
大
般
若
会

が

修
さ
れ
た
か

は
明
確

に
は
判
明
し

な
い

。
現
在 、

「
十
六
善
神
像」

と
い
え
ば

中

尊
が
「
釈
迦」
で
あ
っ

て
も
「
般
若」
で
あ
っ

て
も 、
一
様

に
大
般
若

に
結

び
つ

け
て
考
え
ら
れ

て
い

る
が
古
い

と
こ
ろ

で
は

必
ず
し
も

そ
れ
ば
か
り

で
は
な
か
っ

10 
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た
と
推
測
さ
れ
る

。

西
大
寺
の
大
般
若
会
に
は
現
在
本
図
を
用
い
て
い
る 。

画
幅
の
中
央
に
釈
迦
を

・
出
し
そ
の
周
囲
に
は
十
六
善
神

、
普
賢

、
文
殊

、
玄
失

、
深
沙
神
等

が
配

さ
れ
る

通
形
の

も
の
で

あ
る 。
全
面
的
に
補
筆

、
補
色

が
あ

る
が

、
中
尊
は
格

調
高
く
古

様
を

ふ
ん
で
画
風
の

端
厳

さ
は
失

わ
れ
ず

、
鎌
倉
中

期
の
作

と
推
定

さ
れ
る 。
そ

の
頃

、
西
大
寺

に
お
い

て
は
叡
尊
の
活
動

期
で

あ
り
、

両
者
の
関
連

を
考
え

て
み

る
の

も
故

な
し
と
は
さ
れ
な

い 。

寛
元
3
年
(】
立問)
叡
尊

は
住
吉
社
神
宮
寺
で
請
教

を
発
願

し
て

、
入
宋
す
る

覚
如
の
渡
海
安
穏

、
所
願
成
就

を
祈
請

し
て
大
般
若
経一
部

を
転
読
し
た

。
文
永

元
年
三N
E)
に
は

建
長
7
年
(]旧日∞〉
以
来

、
仏
師
善
慶

を
し
て
造

ら
し
め
て
い

た
文
殊
菩
薩
像
の
御
身
に
「
大
般
若
経一
部
六
百
巻」

を
奉
納
す
る
た

め
六
百
人

の
筆
師

に
そ
の
書
写

を
勧
め

て
い
た

が
、

漸
く
3
年
後
の
文
永
4
年
戸
以
3
に

問
題
転
読
す
る
運

び
と
な

り 、
同
年
7
月
に
法
華
経 、
阿
弥
陀
経

な
ど
の
経
典

と

と
も
に
納
入

し
た 。

ま
た

、
文
永
叩
年
(】
ミω)

に
伊
勢
大
神
宮
に
国
家
守
護

を
祈
っ

て
参
拝
し、

宋
本
大
般
若
経一
部

を
奉
納
し
た
し
、

建
治
元
年
2M吋印)
に

は
図
絵
釈
迦
三
尊

十
六
善
神
像

が
奉
納

さ
れ、
7
月
お
日
に
は
平
岡
社
で 、
8
月

2
日
佐
吉
社
で

、

同
7
日

に
は

広
田
社
の
本
宮

に
参
詣

し
て、
大
般
若
経

を
転
読
講
讃
し

て
い
る
こ

と
が
知
ら

れ
る 。
ま
た

、
弘
安
4
年
CM∞
己
4
月
に
は
香
子
山
三
学
院
の
文
殊

堂
の
前
で
延
禅
房

が
施
入
し
た
大
般
若
経

を
問
題
供
養

し、
翌
5
年
目
月
に
は
大

鳥
社
で
「
大
般
若
会一

が
行
わ
れ
る

な
ど

、
叡
尊

と
大
般
若
の
関
連

は
蒙
古
襲
来

と
い

う
困
難
も
介
在
し

て
極

め
て
密
接
で

あ
っ
た 。

し
た

が
っ

て
、

西
大
寺
に
お

い
て

、
本
図

を
年一
度
の
大
般
若
会
に

し
か
使
用

昭
和
初
年
度
西
大
寺
調
査

せ
ず 、

常
に
は
秘
仏
と
し
て
公
開
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
叡
尊
の
存
在
を
予

測
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か。
本
図
の
製
作
年
代
は
叡
尊
の
頃
と
み
ら

れ
る
し
、

「
感
身
学
正
記」
に

よ
れ
ば
大
般
若
は
前
述
の
如
く

叡
尊
に

よ
っ

て
幾
度

も
厳
修

せ
ら

れ
た
法
会
で

あ
る
こ

と
か
ら
、

本
国

を
叡
尊
に
結

び
つ
け

て
考
え

て
も
差
支

え
あ

る
ま
い 。
尚

、
脊
面

に
墨
書

が
あ

る 。

古
箱
之

内
書

付
日

奉
修
補
十
六
善
神
弘
法
大
師
五
筆

奉
加

寺
中
僧
衆
弁
斉
戒
衆
同
行
者
全
新
座

本
座
等
奈
良
餅
飯
股
善
五
郎
菅
原
又
蔵

同
近郷
衆
等

法
華
寺
尼
衆
等
同
在
所
中
興
福
院
後
室

各
々
息
賢

延
命
増
長
福
寿
祈
処
也

慶
長
四
日亥

年
十
二
月
十
三
日
願
主
玄
寿

重
奉
修
補

元
禄
八
亨 、
年
発
願

宝
永
五
茂

子
年
至
八
月
上
旬

願
主一
之
室
密
莞

清
浄
院

尊
栄

同
西
大
寺
芝
村

庄
屋

山
本
平
右
衛
門

奈
良
重

間
市

吉
左
衛
門

表
具
師

修
覆
畢
重
開
眼
押
熊

常
光
寺
比
丘
円
海

11 
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竜
王
目安
茶
羅
図

1
幅

絹
本
著
色

室
町

時
代

縦
3

尺
5
寸

横
7

寸
5
分

外
題

の
墨
書
「
竜
穴
神

章一二(
と

八
幡
山」
に
よ

れ
ば 、
い

つ
の

こ
る
か

ら
か 、

本
図

は
「
竜
穴
神」

と
し

て
伝
承
さ

れ
て

い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る。
い
か
な

る
意

義
内
容

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
判
然

と
せ
ず 、

西
大
寺
に
お
い

て
も
他
に
類
例
が

な
い 。
画
絹

は
荒
く 、
弘
法
大
師
図
上

の
三
鮎
杵

も
極

め
て
簡
略
で
室
町
後
期

の

作
で
あ
る

こ
と
は

容
易
に
理
解
さ

れ
よ
う 。
上
下

の
画
絹

は
同一

で
は

な
い
し、

図
篠
構
成

の
異
色
ぷ
り

と
併
せ

て
今
後

の
研
究
課
題

と
し

て
も
興
味
深
い 。

釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
図

1
幅

絹
本
著
色

第3図竜王受茶羅図

室
町

時
代

縦
2
尺
8
寸

2
分

横
1

尺
3

寸
3

分

四
百
点

近く
の
作
品

の
う
ち 、

江
戸
は
除
い

て
製
作
年
代

の
明
瞭
な

も
の
は

後

述
の

「
弁
才
天」

と
本
図

の
み
で
あ
っ

た。
図
版
で

は
明
確
で

は
な
い
が 、

中
央

部
に
錨
か

れ
て

い
る
羅
漢

の
持

つ
経
巻

の
中
に
「
応
永
十
六
年
八
月
三
日
比
丘
実

雅」
と
年
記
が
み

ら
れ
る。
応
永
同
年

と
い
え
ば
日
世
紀

の
初
頭
で
あ

り 、
本
図

の
作
風

と
も一
致
す

る
か

ら
製
作
年
代

と
み

て
誤
り
で

は
あ
る

ま
い 。
絵
画
的
に

特
に
秀

れ
て

い
る
作
品
で

は
な
い
が 、

資
料
的
に
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る。

弁
才
天
像

1
点

板
地
着
色

南
北
朝

時
代

縦
1

尺
5
寸
l

分

横
9
寸
9
分

弁
才
天

は
わ
が
国
で
も
か
な
り

早
く
か

ら
み

ら
れ
る
尊
像
で
あ
る
が 、

後
世

そ

の
尊
絡
に
世
俗
信
仰
的
な

も
の

が
濃
厚
に
加

わ
っ

て、
そ
の
実
態

は一
一層
混
乱
し

理
解

を
防
げ

て
い

る。
そ

ん
な
意
味
で
本
図
存
在

の
は

重
要
で

あ
る
う 。

剥
落

の

た
め
図
様

は
明

ら
か
で

は
な
い
が 、

中
尊

は
左
右
に
童
子

を
従
え

て
坐
す
多
腎

の

弁
才
天
で

あ
る。
そ
の
童
子

の
函
貌
に

は
童
顔

ら
し
い
微
笑
さ
が

あ
り 、

筆
者

の

熟
達
ぶ
り

を

察
知
で
き

て

興
味

を
引
く 。

左
右

の
上
下

に
針
穴
が

あ

る
か

ら、
ど

こ
か
に
打
ち

つ
け

て
あ
っ

た
と
思

わ
れ

12 
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。

そ
の
脊
面
に
は
「
西
大
寺
弁
才
天
也

四
月
十一
日」

の
刻
銘

が
あ
る
。

西
大
寺

の
絵
画
に
み
ら
れ
る
一
つ

の
特
色
は
祖
師

の
画
像

が
数
多

く
あ
る

こ
と

で
あ
ろ
う
。

今
回

の
調

査
で
は
じ

め
て
判
明
し

た
秀
れ

た
祖
師
画
像

の
一
つ

は
、

輿
正
菩
薩
画
像

1
幅

絹
本
著
色

鎌
倉
時
代

縦
3
尺
2

寸
2

分

横
1
尺
2

寸
9
分

西
大
寺

中
輿
と
仰

が
れ
る
輿
正
菩
薩
叡
尊

の
画
像

が当
寺
に
数
多

く
残
さ
れ

て

い
る

こ
と

は
別
に
不
思
議

は
な
い

し、
他
処
に
も
叡
尊
画
像

は
数
多

く
伝
え
ら
れ

て
い

る
。

し
か
し、
大
部
分

は
年
代
的
に
若

い
作
品

が
多

い
が、
こ
の
画
像

は
鎌

倉
時
代

の
作
品
と
み

ら
れ
る
も

の
で 、
叡
尊
画
像
と
し

て
は

最
古

の
も

の
で

は
あ

る
ま

い
か

。
描

線
は

強
く
色
彩
も
美
し

い
。

曲
粂

の
覆
被
や
卓
被

の
文
同僚

は
殊
に
克
明
に
美
し

い
色
彩
で
描
か
れ

て
い

る
が、

惜
し

い
こ

と
に

は
保
存
悪

く、
全
面

の
折
れ
甚
し

く
画
面

の
H敵
失
さ
え
み

ら
れ
る
。

大
和
州
平
群
郡

神
南
郷
捻
持
寺

常
住

観
応
二
年
一昨
七
月
日

修
補
之
認…
…間
部
制 日

子
時
寛
延
四
紳
暦

後
六
月
吉
日

修
補

尊
静

西
大
寺
清
浄
院

常
住

物

願
主
比
丘
淳
寧
超
仁

貞
治一一
年

第6uヨ 輿正蓄民主画像

昭
和
お
年
度
商
大
寺
調
査

と
幅

の
裏
面
に
墨
書

が
あ
り 、
そ
れ
に
よ
っ

て
南
北
朝
と
江
戸
期
に
修
補
さ
れ
た

こ
と

が
し
ら
れ
る
。

大
智
律
師
画
像

1
幅

絹
本
著
色

鎌
倉
時
代

縦
4
尺
5
寸
8
分

横
1
尺
8
寸

大
智
律
師

は
字

は
湛
然 、
湛
如
と
も

い
い、

宋
の
慶
暦
8
年
に
生
れ、
銭
唐
祥

符
土寸
慧
鑑
律
師
に

つ
い
て
学
ん
だ

が、

常
に
布
衣

を
着
し、
錫

を
杖
づ
き
鉢

を
持

し
て
乞
食
し、
厳
に
仏
戒

を
持
し

た
と

い
わ
れ

て
い

る
。

宋
政
和
6

年
に
寂
し
紹

輿
日
年
大
智
律
師

を
お

く
ら
れ

た
。

こ
の
画
像

は
常
に
布
衣

を
着
し、
錫

を
杖
づ
き
鉢

を
持
し

て
の
姿

を
描
い

た
も

の
で
あ
る

が、
肉

線
は
下
に
朱

線
を

引
き
上

を
淡
墨
で
描

く
。

顔
面

は
ま

こ
と
に

柔
和
に
描
か
れ

て
い

る
が、
そ
の
摘

線
は
力
強

く
鋭

い
し
衣
紋

の
や
L
太
目

の
描

線
に
も
む
だ

が
見
ら
れ

な
い

。
製
作

は
鎌
倉
末

期
と
考
え
ら
れ
る

が、

優
秀

な
る

作
品
と
み

ら
れ

よ
う
。

画
面
向
っ

て
左
上
部
に
補
絹

が
あ
り

錫
杖

の
上
部

は
後
描

き
で
あ
る
ほ
か
補
筆
も
み

ら
れ

な
い

。

第7国 大智律師画像
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奈
良
国
立
文
化
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研
究
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年
報

文
安
四
年
丁

卯
七
月
日

修
覆
(
以
下
4
字
不
明〉

の
悪
書
が
軸
の
す
ぐ
上
に
透

し
読
ま
れ
る 。

所
今
に
い
た
み
は
あ
る .
か
わ
り
と
保
存
も
よ
く

貴
重
な
る
資
料
で

あ
る 。そ

の
他 、

損
傷
の
甚
し
い
鎌
倉
期
の
作
と
思
わ
れ
る
弘
法
大
師
画
像
や 、

南
北

朝
の
作
と
み
ら
れ
る
南
山
大
師
画
像
は
数
あ
る
但
師
画
像
の
中
で
も
優
作
と
み
ら

れ
よ
う 。

極
め
て
注
目
す
べ

き
作
品
と
見
ら
れ
る
も
の
に
仁
王
会
本
尊
画
像
が
あ
る

。

古

来 、

仁
王
会
は
鎮
護
国
家
を
目
的
と
す
る
修
法
で
あ
り 、

早
く
か
ら
し
ば
し
ば
修

さ
れ
た
法
会
で
あ
る
が 、

そ
の
本
尊
は
遺
品
多
く 、

例
え
ば
五
大
力
帆 、

五
大
明

王 、

仁
王
経
蔓
茶
羅
等
が
挙
げ
ら
れ
る

。

し
か
る
に

、

こ
の
西
大
寺
仁
王
会
本
尊

は
そ
れ
ら
の
も
の
と
異
る
尊
形
で
描
か
れ 、

本
尊
と
し
て
且
つ
ま
た
画
像
と
し
て

は
唯
一

の
遺
品
で
は
あ
る
ま
い
か

。

さ
ら
に

、

中
世
以
降
に
お
け
る
西
大
寺
の
信
仰
形
態
を
窺
う
史
料
的
画
像
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
が 、

そ
の
主
な
る
も
の
は
荒
神
画
像 、

弁
財
天
画
像 、

拾
拐

尼
天
画
像
等
で
室
町
か
ら
江
戸
期
に
わ
た
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る 。

そ
れ
ら
の
数

が
全
数
の
約
4
分
の
l
を
占
め
る
の
は
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
現
象
と
い
わ
ね
ば
な

る
ま
L

。

(
守

田

公

夫
・

清

野

智

海)

彫
刻
の

調
査

回
大
寺
奥
院
に
は 、

叡
尊
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
石
塔
と 、

そ
の
傍
に
荒

(
註l}

、れ
は
て
た
地
蔵
堂
が
あ
る 。

こ
れ
ら
は
昨
年
度
も
そ
の
一

応
の
調
査
を
し
た
が 、

本
年
度
も
ま
た
こ
の
五
輪
石
塔
と
地
蔵
堂
の
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
像
と
を
研
究
の
対

象
に
し
た

。

こ
の
中
で 、

五
輪
石
塔
は
叡
尊
上
人
遷
化
之
記
の
拾
収
遺
骨
事
の
条

に
「(
正
応
3
年
8
月
お
日
)

五
旬
以
後 、

埋
(
納
骨申点
瓶〉

茶
毘
所
之
底 、

其
上

可
起
立
一

丈
一

尺
五
輪
石
塔
之
由 、

評
定
畢」

と
あ
っ
て 、

こ
れ
が
叡
尊
の
遺
骨

を
葬
っ
た
も
の
と
し
て
間
違
い
な
い
も
の
で
あ
り 、

ま
た
五
輪
塔
と
し
て
ひ
じ
よ

う
に
大
き
く

立
派
な
も
の
で
あ
る
か
ら 、

こ
れ
を
そ
の
周
辺
を
も
含
め
て
か
な
り

詳
し
く
実
測
し
た
わ
け
で
あ
る

。

ま
た
地
蔵
堂
の
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
像
は
叡
尊
な

ど
よ
り

か
な
り
後
年
の
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
が 、

こ
の
像
に
は
永

正
日

年

0
2
6

に
仏
師
明
琳
房
仙
算
が
こ
れ
を
造
っ
た

と
の

銘
が
あ
る
の
と
共
に 、

こ

の
像
内
に
か
な
り
多
く
の
納
入
物
を
も
っ
て
い
て 、

こ
れ
等
に
よ
っ
て
こ
の
真
言

律
宗
系
の
造
像
の
有
傑
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

こ
れ
も
敢
て
研
究
に

14 
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と
り
あ
げ
た
次
第
で
あ
る

。

ま
た
こ
の
同
じ
西
大
寺
の
大
黒
天
像
も
昨
年
の
年
報
に
も
ち
ょ
っ
と
述
べ

た
よ

う
に

、

こ
の
寺
の
浄
厨
に
紀
る
た
め
に
叡
尊
が
建
治
2
年
(】
M吋由)

に
仏
師
善
春

に
命
じ
て
造
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が 、

な
お
こ
の
像
内
に

一

大
黒
天
半
蜘
筒
像
(
円
筒
形
幽
物
容
器
入
)

1
躯

一

弁
財
天
懸
仏
(
円
盤
形
幽
物
容
器
入
〉

1
面

一

木
造
五
輪
格

1
基

一

版
本
法
華
経
八
巻

4
冊

一

版
本
大
般
若
経
理
趣
分
(
建
長
7
年
齢臥)

1
冊

一

各
種
種
子
図
像
類

1
巻

昭
和
お
年
度
西
大
寺
調
査

第9図 大黒天半ilJJI�奇(象cf'象内納入〉

等

の

珍

し

い

納

入

物

が

あ

っ

て

、

鎌

倉

中

期

頃

に

お

け

る

大

黒

天

信

仰

の

有

様

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

の

は

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

小

林

剛

・

長

谷

川

誠

)

旧
西
大
寺

境
内
の

地
形
と

水
系

奥
院
か
ら
北
北
西
に
向
い
約
N
00
3

の
と
こ
ろ 、

伏
見
中
学
校
の

北
側
に

海

抜
高
M
l

回
m
前
後
の
台
地
が

残
っ
て
い
る 。

そ
の
台
地
に
介
在
し
て 、

東
南
方

か
ら
北
西
方
に
向
っ
て
喰
い
込
ん
だ
渓
流
状
の
地
形
が
あ
り 、

そ
の
西
北
隅
一

帯

は 、

提
防
状
の
道
路
で
堰
き
止
め
ら
れ
た
水
が
溜
り 、

常
時
海
故
高
田
m
ほ
ど
の

水
位
を
保

つ
溜
池
と

な
っ
て
い

る 。

(
第

m
・

U
図)

こ
の
池
は

幅
四
m
長

径
回
m
あ

り 、

そ
の

中
央
よ
り

か
な
り
西

北
方
に
寄

っ
て
中
島

が
あ
る 。

第10図 伝称徳天皇御山荘池跡
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奈
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国
立
文
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研
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最
初
実
測
に
入
っ

た
昨
年
日
月

2
日
l

m
日
に
測
定
し

た
時
に

は
そ
の
水
位

は
海

故
高
田
m

で
、

中
島

の
東

南
方

を
除
き

、
一
見
陸
つ
づ
き

と
な
っ

て
い
た
が

、
そ

れ
で
も
対
岸
か

ら
中
島
に
渡
ろ
う

と
す

る
と

、
干
上
っ

て
い
る
は
ず

の
地
面

が
頗

る
泥
深

く
、

忽
ち
靴

を
没
す

る
有
僚
で

、
旧
池
底

が
か

な
り
低

く
、

長
年

の
間
に

土
砂

、
塵
芥

な
ど

の
准
積 、
下
水

の
注
入
信一寸
に

よ
っ

て
池
水

が
汚
損
し

て
い

る
が

、
第11図 伝祢徳天皇御UI荘跡附近j也形実視IJ図

方 り 昔 乙
の 、 ほ の
導 そ と 池
水 れ 顕 跡
路 が 著 の
か 溜 で 北 (

ら つ は西号
、 てな 隅乙

依 池い は
然 を が 、
相 な 、 昔
当 し 池 の
量 て 底 湧

のい か 泉
7J( るら の

が も 依 あ
東 の 然、 つ

南らとた
方 し し 跡
に く て と
流 、な 推 第12図 商大寺古図A (西大寺蔵部分〉
れ 道 お 定
出 路 少 さる 東 る ー の 下比 均 か 北 あ 短 を る 池をと西
し を し れ と南と 帯 1 方較 4 で西る径観 更 。 で 奉 元 大

兼 づ る こ に 、の )は 的 分 、 隅 に の 察 に あ但は 寺
道 ね つ し ろ 低 北 地 で 緩急 のそは 対両 す 池 っ し 中蔵
路 た の 、 か く 西 形あ傾 で 1 の比 し 岸 るの た た 島古

の 纏 湧 今 ら傾 に をる 斜 3 '"勾絞 、はと 岸 よ 清 に 図
東 堤 水 日 察 い 高 慨 。 で 分 上 配 的 長 缶 、 の う 例 弁 に
側 の が で し て く 観附 6 の 方は 緩径 峻 池状 でな 才 ょ

の 下 あ はてい 、 す 近 分 1 は 平やの で の 態 あ園 天 る
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低
い
水
田
の
濯
漉
用
水
と
し
て
注
ぎ
込
み、

更
に
東
南
方
に
向
っ
て
移
動
し
つ
づ

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
西
大
寺
蔵
伽
藍
古
図
を
参
考
に
し
て
考
察
し
て
見
る
と、

そ
の
う

(
註
3)

ち
3
枚
を
A
・
B
-
C
と
す
る
と 、

そ
れ
ぞ
れ
A
に
は
「
本
願
天
皇
御
山
荘
跡」

(
註4)

(
註5)

(
第
ロ
凶〉

B
に
は
「
本
願
天
皇
山
御
殿」
(
元
禄
日
年)

C
に
は
「
本
願
山
荘」(
元

禄
十一
年〉
と
書
込
ま
れ
て
い
る
場
所
の 、

A
で
は
そ
の
北
側
の
所 、

B
及
び
C

で
は
そ
の
南
方
に 、

池
の
姿
を
描
い
て
い
る 。

そ
の
一
つ
A
で
は 、

池
の
北
に
弁

才
天
及
池
の
西
際
に
近
く
木
願
神
社
の
文
字 、
か 、

建
物
の
輪
か
く
と
共
に
書
込
ま

れ
て
お
り 、

B
で
は
南
北
に
反
橋 、

C
は
池
中
島
に
小
桐
(
お
そ
ら
く
弁
才
天
で

あ
ろ
う)

を
附
い
て
い
る 。

今
日
の
状
態
だ
け
か
ら
見
て 、

ど
の
図
面
が
最
も
信

用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
け
れ
と
も 、

こ
の
池
を
中
心
と
し
て 、

西

大
寺
本
願
の
称
徳
天
皇
御
山
荘
宮
殿
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
信
用
し
て
よ
い
と
考

え
る 。西

大
寺
旧
境
内
の
地
形
調
査
は
ま
だ
完
全
に
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い

。

今
後
調

査
す
べ
き
個
所
ば 、

称
徳
天
皇
御
山
荘
の
四
至 、

北
及
び
西
京
極
門
跡 、

及
び
神

護
景
雲
元
年
3
月
曲
水
宴
の
行
わ
れ
た
法
院
と 、

同
年
9
月
に
行
わ
れ
た
島
院
の

あ
と
な
ど
で
あ
る 。

そ
れ
ら
はv」
の
困
池
を
と
り
ま
く
丘
陵
地
形
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か 。

こ
の
園
池
に
涼
を
発
し
た
水
流
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
が
興
味
あ
る
問
題
で

あ
ろ
う 。

現
在
こ
の
水
流
は
溝
渠
に
よ
っ
て
導
か
れ 、

西
大
寺
本
坊
の
北
背
後
を

真
東
に
向
っ
て
流
れ 、

そ
の
末
は
近
鉄
西
大
寺
駅
車
庫
附
近
に
於
て
秋
篠
川
に
流

れ
込
ん
で

い
る
の
で
あ
る
が 、
一

方
奥
院
の
南
下
方
に
は
鋳
物
師
池
が
あ
り 、

本

坊
客
殴
北
背
後
の
困
池 、

客
肢
か
ら
見
て
築
地
塀
を
へ
だ
て
た
南
側
(
八
角
西
塔

昭
和
初
年
度
西
大
寺
調
査

の
北
側、

竜
池
院
跡
の
北
側)

の
小
池、

東
塔
の
南
方
に
あ
る
観
音
池、

四
王
堂

前
面
の
池
(
百
万
柳
の
傍)

な
ど
は、

何
れ
も
伏
流
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
お
り
同

一

水
系
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

森

趨
・

牛

川

喜

幸)

註

(
1)

奥
院
地
蔵
堂
本
尊
地
蔵
菩
訪問像
は
移
さ
れ
て
収
蔵
庫に
安
置
さ
れ
て
あ
る 。
ま

た
叡
尊
五
輪
塔
を
中
心
に 、
東
側に
四
基 、
西
側
(
廿培
地
中〉
に
3
基
何
れ
も

優
秀
な
五
輪
塔
が
残っ
て
い
る 。

(
2)

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
地
形
は 、

西
の
京
唐
招
提
寺
本
坊
(一
正
弘
屋
坊
・

蔵
松
院)

の
北
池
庭
附
近一
帯
に
も
あ
る 。
そ
し
て
そ
の
山
麓
池
辺
及
び
池
底
か
ら 、
今

日
で
も
小
量
の
湧
泉
が
見
ら
れ
る 。
お
そ
ら
く
水
源
を
涌
養
し
て
い
た
背
後の

山
林
が
もっ
と
繁っ
て
い
た
背
は 、
もっ
と
豊
富
な
湧
泉
が
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る 。
但
し

現
在
昔の
湧
泉
地
州市
は 、
自
衛
隊
員
の
宿
舎
群
か
ら
放
流
す
る
下

水
道
の
潟
水
管
が
敷
設
さ
れ
て
お
り 、

汚
水
が
直
接
池
中
に
注
ぎ
込
ん
で
い
て 、

ま
こ
と
に
不
潔
で
あ
る 。

(
3)

古
図
A
西
大
寺
蔵 、
画
面
3
ケ
所
に
「
正
和
五
年
云
」々
の
書
込
み
が
あ
る D

室
町
時
代
を
降
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。

(
4)

占
同
B
西
大
寺
歳
西
大
寺
伽
箆
絵
凶
竪
3
尺
6

寸
3
分 、

民
4
尺
4
寸
7
分 、

図
語
左
側
に
「一
冗
禄
十一
倶
娃
月
殻
且
以
宝
亀
十一
年
十一一
月
廿
九
日
絵
図
流

記
謹
模
写
之
者
也
一

と
書
か
れ
て
い
る 。

「
註
5)

古
図
C
商
大
寺
蔵
西
大
寺
古
伽
荏
敷
地
弁
現
存
堂
舎
坊
院
図 、

図
面
左
下
方

に
一

元
禄
十
一

暦
八
月
士
口
日
依
弘
安
二
年
歳
次
庚
辰
士口
伽
箆
敷
地
之
図
画
現
在

荒
廃
之
林
者
也」
と
書
か
れ
て
い
る 。
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